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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・宇宙誕生から人類の誕生・繁栄までの時間の流れに関心を持ち，その中に存在していることを

感じる。 

・身近な自然の事物・現象について関心と疑問を持つ。 

・当たり前に思っている様々な事象に疑問を持つ。 

・環境問題に関心を持ち，解決に向けての方策を考える。 

 

 

２ 学習の到達目標 

【知識及び技能】 

日常生活や社会との関連を図りながら、地球や地球を取り巻く環境について理解するとともに、

科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

【思考力、判断力、表現力等】 

観察、実験などを行い、科学的に探究力を養う。 

【学びに向かう力、人間性等】 

地球や地球を取り巻く環境に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度と、自然環境の保

全に寄与する態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

地球や地球環境について，

基本的な概念や原理・法則

を理解し，知識を身に付け

ている。 

地球や地球環境に関する事

物・現象に疑問を持ち，探究

する過程を通して，事象を科

学的に考察し，導き出した考

えを的確に表現している。 

 

 

 

日常生活や社会との関連を

図りながら地球や地球を取

り巻く環境について関心を

もち，意欲的に探求しようと

するとともに地学的な事物・

現象を一連の時間の流れの

中で捉えるなど，科学的な見

方や考え方を身に付けてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

活

動

す

る

地

球 

地球の構造 

プレートの運動 

a:地球表面の凹凸分布の特徴を

理解している。 

b:「密度の測定」の実験結果から

地球を構成する物質の密度の差

による層構造の形成に気づくこ

とができる。 

c:地球内部の構造ならびにその

成因に興味を持ち、意欲的に探究

している。 

 

確認テス

ト 

実習プリ

ント 

ワークシ

ート 

 

地震 

火山 

a:震央分布とプレート境界の図

から、地震とプレート運動の関係

を理解している。 

b:日本付近で発生する地震の種

類や仕組みを説明できる。また、

地震災害への対策や防災・減災に

ついて考えを表現することがで

きる。 

c:火山の噴火や地震の発生に興

味を持ち、意欲的に探究してい

る。 

 

定期考査 

確認テス

ト 

ワークシ

ート 

ワ ー ク シ

ート 

２
学
期 

移
り
変
わ
る
地
球 

地層の形成 

古生物の変遷と地球環境 

a:化石を用いて地層の年代や堆

積した環境を推定できることを

理解する。 

b:地層構造を読み取り、地層の上

下判定を行うことができる。 

c:古生物の変遷に関心をもち、主

体的に学習に取り組める。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

ワークシ

ート 

ワ ー ク シ

ート 

大
気
と
海
洋 

地球の熱収支 

大気と海水の運動 

a:大気圏の層構造を的確に説明

することができ、太陽の放射エネ

ルギー収支によるエネルギーの

輸送を理解する。 

b:大気の大循環が生じる仕組み

と、それがもたらす効果について

説明することができる。 

c:日本で発生する気象災害に関

心をもち、積極的に学習に取り組

める。 

定期考査 

確認テス

ト 

ワークシ

ート 

ワ ー ク シ

ート 



３
学
期 

地
球
の
環
境 

地球の環境と日本の自然環

境 

a:人間活動が原因とされる地球

温暖化、オゾン層破壊、砂漠化、

酸性雨の起こる仕組みと、その影

響や対策について理解する。 

b:人間活動によっておこる環境

変化の仕組みと、その影響につい

て説明できる。 

c:地球環境の変化やその原因、対

策に関心をもち、積極的に学習に

取り組める。 

定期考査 

確認テス

ト 

ワークシ

ート 

実習プ リ

ント 

太
陽
系
と
宇
宙 

太陽系と太陽 

宇宙の誕生 

a:太陽系の惑星、小天体について

分類や特徴を理解する。 

b:８つの惑星の特徴と、地球型惑

星と木星型惑星の違いについて

説明できる。 

c:太陽系の誕生と進化の過程に

興味をもち、主体的に学習に取り

組める。 

 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

ワークシ

ート 

ワ ー ク シ

ート 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


